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前
回
は
、
鳳
凰
丸
の
見
分
で
「
見

ら
れ
る
側
」
で
あ
っ
た
浦
賀
奉
行
所

与
力
・
同
心
た
ち
に
つ
い
て
み
て
き

た
が
、
今
回
は
「
見
る
側
」
で
あ
る

幕
府
役
人
た
ち
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
。 

安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）
二
月

晦
日
か
ら
鳳
凰
丸
が
浦
賀
に
帰
る
三

月
十
三
日
ま
で
の
期
間
、
鳳
凰
丸
に

は
毎
日
の
よ
う
に
幕
府
の
役
人
た
ち

が
訪
れ
て
い
た
。
ざ
っ
と
見
て
い
く

と
、
ま
ず
老
中
を
は
じ
め
と
す
る
幕

府
重
役
の
見
分
が
二
回
あ
り
、
第
一

回
目
は
、
二
月
晦
日
に
老
中
阿
部
正

弘
・
久
世
広
周
・
内
藤
信
親
の
三
名

を
筆
頭
に
若
年
寄
、
御
側
衆
、
大
目

付
、
勘
定
奉
行
な
ど
三
十
名
ほ
ど
が

鳳
凰
丸
の
内
外
や
帆
走
の
様
子
、
大

砲
打
方
や
小
筒
調
練
を
見
分
し
て
い

る
。
第
二
回
目
は
、
三
月
六
日
で
老

中
牧
野
忠
雅
・
内
藤
信
親
を
筆
頭
に

若
年
寄
、
御
側
衆
、
勘
定
奉
行
、
目

付
、
勘
定
吟
味
役
な
ど
十
数
名
だ
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
に
は
老
中
の
内
藤

信
親
な
ど
二
度
目
の
見
分
と
な
っ
た

者
も
い
た
。
そ
の
他
の
幕
府
の
役
人

と
し
て
は
、
大
番
頭
や
作
事
奉
行
、

普
請
奉
行
を
は
じ
め
、
日
光
奉
行
な

ど
の
遠
国
奉
行
、
表
坊
主
や
品
川
東

禅
寺
の
関
係
者
、
老
中
の
家
来
な
ど

重
役
か
ら
そ
の
家
来
ま
で
様
々
な
肩

書
き
の
人
々
が
鳳
凰
丸
の
見
分
に
訪

れ
て
い
る
。
基
本
的
に
見
分
に
は
事

前
に
配
布
さ
れ
た
印
鑑
を
持
参
す
る

必
要
が
あ
っ
た
が
、
三
月
五
日
に
は

砲
術
師
範
下
曽
根
金
三
郎
、
大
目
付

の
筒
井
政
憲
と
そ
の
嫡
子
、
薩
摩
藩

の
家
来
二
十
人
が
印
鑑
を
持
た
ず
に

鳳
凰
丸
を
訪
れ
て
い
る
ほ
か
、
浦
賀

奉
行
土
岐
朝
昌
が
息
子
と
親
類
縁
者

を
内
緒
で
見
学
さ
せ
て
い
る
な
ど
例

外
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

わ
け
で
、「
拝
見
」
や
「
見
置
」
と
し

て
鳳
凰
丸
の
見
学
に
訪
れ
る
人
が
大

半
で
あ
っ
た
が
、
「
見
廻
」
の
た
め

徒
目
付

か

ち

め

つ

け

・
小
人

こ

び

と

目
付
（
諸
々
の
監
視
・

監
察
を
職
務
と
す
る
役
人
）
も
来
訪

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鳳
凰
丸

を
見
た
人
々
に
は
見
学
に
訪
れ
た
者

と
職
務
の
た
め
に
訪
れ
た
者
が
い
た
。 

と
こ
ろ
で
鳳
凰
丸
を
訪
れ
た
人
々

の
中
に
は
、
以
前
に
浦
賀
奉
行
を
勤

め
た
者
も
い
た
。
ま
ず
三
月
六
日
に

見
分
に
訪
れ
た
大
番
頭
の
遠
山
景
高

［
在
任
期
間
：
天
保
一
四
年
二
月
～
一
五

年
二
月
］
と
大
久
保
忠
豊
［
在
任
期
間
：

天
保
一
五
年
九
月
～
弘
化
四
年
五
月
］
の

両
名
。
遠
山
は
、
天
保
十
三
年
（
一

八
四
二
年
）
に
下
田
奉
行
所
が
再
設

置
さ
れ
た
あ
と
、
浦
賀
奉
行
が
一
員

制
と
な
っ
た
時
の
奉
行
で
あ
る
。
大

久
保
は
、弘
化
二
年
（
一
八
四
五
年
）

の
米
捕
鯨
船
マ
ン
ハ
タ
ン
号
来
航
を

は
じ
め
と
す
る
弘
化
期
の
異
国
船
来

航
事
件
の
対
応
に
あ
た
っ
た
奉
行
で

あ
る
。
彼
は
見
分
の
あ
と
で
与
力
・

同
心
に
「
茶
菓
子
等
」
を
差
し
入
れ

て
い
る
。
そ
し
て
三
月
十
二
日
に
見

分
に
訪
れ
て
い
る
留
守
居
の
土
岐
頼

旨
［
在
任
期
間
：
天
保
一
五
年
二
月
～
弘
化

二
年
三
月
］
。
土
岐
は
、
遠
山
の
後
任
で

マ
ン
ハ
タ
ン
号
来
航
時
に
浦
賀
で
漂

流
民
を
受
け
取
る
こ
と
を
幕
閣
に
意

見
し
た
奉
行
で
あ
る
。
こ
の
意
見
が

功
を
奏
し
た
の
か
漂
流
民
は
浦
賀
で

受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
見

分
後
に
与
力
に
餅
菓
子
を
、
同
心
に

金
二
百
疋
を
下
げ
渡
し
て
い
る
。
大

久
保
も
土
岐
も
「
昔
の
よ
し
み
」
で

こ
う
し
た
贈
り
物
を
し
た
の
だ
ろ
う
。

更
に
も
う
一
人
、
浦
賀
奉
行
所
の
元

関
係
者
で
贈
り
物
を
し
た
人
物
が
い

る
。
三
月
三
日
に
「
見
廻
」
に
き
た

徒
目
付
の
一
人
、
畑
藤
三
郎
と
い
う

人
物
で
あ
る
。
彼
は
浦
賀
奉
行
所
の

元
与
力
で
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五

年
）
の
マ
ン
ハ
タ
ン
号
来
航
時
と
翌

年
の
ビ
ッ
ド
ル
来
航
時
に
褒
美
を
も

ら
っ
て
い
る
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

徒
目
付
と
な
っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら

な
い
が
、
彼
は
「
見
廻
」
と
し
て
鳳

凰
丸
に
来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
銃

の
調
練
を
見
学
し
て
お
り
、
そ
の
後

で
与
力
・
同
心
た
ち
に
饅
頭
を
贈
っ

て
い
る
。
元
上
司
・
同
僚
の
来
訪
を

受
け
て
与
力
・
同
心
た
ち
に
と
っ
て

は
期
せ
ず
し
て
旧
交
を
温
め
る
機
会

と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

最
後
に
、
将
軍
に
よ
る
上
覧
に
つ

い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
江
戸
城
本
丸

の
庭
か
ら
将
軍
が
鳳
凰
丸
の
出
船
の

様
子
を
遠
望
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

老
中
阿
部
よ
り
三
月
十
三
日
の
「
朝

五
ツ
時
前
」（
午
前
八
時
前
）
に
は
出

船
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
極
秘

に
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
こ
の
時
間
の

指
定
は
「
四
ツ
時
」（
午
前
十
時
）
に

修
正
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
結
局
の

と
こ
ろ
、
鳳
凰
丸
が
出
船
し
た
の
は

「
五
ツ
半
時
頃
」（
午
前
九
時
頃
）
、

天
候
の
た
め
か
指
示
さ
れ
た
時
間
よ

り
早
く
出
船
し
て
い
る
。
将
軍
が
こ

の
時
間
に
鳳
凰
丸
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
か
ど
う
か
は
記
録
が
な
く
わ
か

ら
な
い
の
で「
見
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
言
う
に
留
ま
る
。 

（
山
本 

慧
） 
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鳳
凰
丸
の
建
造
④ 

― 

鳳
凰
丸
の
見
分
（
鳳
凰
丸
を
見
た
人
々
） 

― 

   

品川沖で発見した鳳凰丸（個人蔵） 



 

 http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2752/uragabunka/ 
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 浦賀文化 

今
回
は
、
昭
和
時
代
の
浦
賀
ド
ッ
ク
工
員

宿
舎
か
ら
の
出
土
品
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、
統
制
陶
器

を
主
体
と
し
た
多
数
の
陶
磁
器
類
他
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
統
制
陶
器
と
は
昭
和
一
六
年

（
一
九
四
一
年
）
三
月
に
示
達
さ
れ
た
『
陶

磁
器
工
業
整
備
要
綱
』
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

生
産
者
別
標
示
記
号
、
通
称
「
統
制
番
号
」

が
底
裏
に
記
さ
れ
た
戦
時
統
制
経
済
下
の
陶

磁
器
類
で
す
。
敷
地
南
西
部
で
発
見
さ
れ
た

土
坑
（
図
①
）
か
ら
、
浦
賀
船
渠
株
式
会
社

の
英
文
頭
文
字
Ｕ
Ｄ
Ｃ
を
組
み
合
わ
せ
た
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
工
場
食
器
（
写
真
1
～

3
）
や
笹
の
葉
や
櫛
が
描
か
れ
た
文
碗
（
写

真
４
・
５
）
色
付
き
で
描
か
れ
た
蓋
付
丼
や

皿
（
写
真
６
・
12
）
、
そ
の
他
の
統
制
陶
器

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
軍
軍
人
や
家
族
の
診
療
を
行
っ
て
い
た

「
横
須
賀
海
仁
会
病
院
」
の
「
桜
に
錨
と
仁
」

の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
あ

る
湯
飲
み
茶
碗
（
写
真
10
）
も
出
土
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
陶
磁
器
は
岐
阜
県
ま
た
は
愛

知
県
産
で
、
底
裏
に
染
付
・
陰
刻
・
陽
刻
等

で
「
岐
182
」
や
「
瀬
207
」
な
ど
の
統
制
番
号

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
岐
阜
県

陶
磁
器
工
業
組
合
連
合
会
や
瀬
戸
陶
器
工

業
組
合
の
略
称
で
す
。 

そ
の
ほ
か
に
時
代
背
景
を
示
す
も
の
と
し

て
、「
浦
賀
船
渠
診
療
所
」
銘
の
薬
瓶
や
「
大

日
本
麦
酒
株
式
会
社
」
銘
の
ガ
ラ
ス
瓶
等
も

出
土
し
ま
し
た
。 

平
成
三
〇
年
、
令
和
元
年
の
二
度
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
調
査
の
発
掘
面
積
は
敷
地
の

七
％
程
度
で
全
容
が
判
明
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
、
こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る

発
掘
調
査
で
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
浦

賀
奉
行
所
の
解
明
が
更
に
進
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
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参
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・
「
浦
賀
奉
行
所
〔
役
所
〕
跡
の
試
掘
・
確
認
調
査
」 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

・
『
浦
賀
奉
行
所
開
設
３
０
１
年 

浦
賀
奉
行
所
跡
』 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

浦
賀
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
（
そ
の
八
） 

 

出
土
し
た
昭
和
時
代
の
陶
磁
器
類
ほ
か 

 

奉
行
所
ス
カ
リ
ン 

終
戦
を
迎
え
た
浦
賀
の
街
や
工
場

に
大
き
な
被
害
は
な
く
、ほ
ど
な
く
し

て
浦
賀
船
渠
は
操
業
を
再
開
す
る
が
、

戦
火
を
逃
れ
た
浦
賀
に
も
戦
後
の
混

乱
は
影
を
落
と
す
こ
と
と
な
る
。
浦
賀

船
渠
は
戦
後
賠
償
と
し
て
接
収
さ
れ

て
造
船
機
能
が
停
止
。
そ
の
た
め
、
鍋

や
農
具
な
ど
を
製
造
し
て
販
売
す
る

も
、物
資
不
足
も
重
な
り
厳
し
い
時
期

を
迎
え
る
。 

時
を
同
じ
く
し
て
、
浦
賀
の
港
で
は

戦
地
か
ら
の
引
揚
げ
事
業
が
始
ま
り
、

南
方
よ
り
多
く
の
人
々
が
陸
軍
桟
橋

に
降
り
立
っ
た
。
当
時
の
様
子
を
木
造

船
技
師
で
歌
人
だ
っ
た
橋
本
徳
寿
が

日
記
に
残
し
て
い
る
。
浦
賀
に
上
陸
し

た
時
の
曇
天
の
寒
々
し
い
港
と
街
の

景
色
、自
身
の
引
揚
げ
時
の
出
来
事
や

そ
れ
に
関
わ
る
人
々
や
浦
賀
の
人
た

ち
の
様
子
を
詳
細
に
記
し
、そ
の
思
い

を
歌
に
残
し
て
い
る
。 

甲
板
に
み
つ
む
る
船
渠
工
場
の 

た
か
き
煙
突
け
む
り
を
あ
げ
ず 

彼
に
と
っ
て
、栄
華
を
誇
っ
た
浦
賀

ド
ッ
ク
の
煙
突
か
ら
煙
が
上
が
っ
て
い

な
い
光
景
は
悲
し
い
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。こ
う
し
て
浦
賀
の
戦
後
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

（
江
） 

  

図１ 統制陶器等一括廃棄土坑（人工の穴）断面 昭和時代の主な出土品である統制陶器類 

昭和時代の浦賀奉行所跡 

８ 

― フォトスポットのご案内 ― 

当館２階にある郷土資料室内 

の写真撮影は禁止です。 

来館記念に撮影される場合は、館

内４ｹ所に設置されて 

いるフォトスポットを 

ご活用下さい！ 

浦賀コミセン分館より 

１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

７ ８ 

９ 10 

 

11 12 


